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家計消費統計－家計調査の見直し
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 調査で使用する家計簿を一新し、電子マネーなど多様化する決済方法に対応するな
ど全面的に改正（約半数の調査世帯で平成30年１月調査から開始）

 レシート読取機能を備えたオンライン家計簿を順次導入

旧様式の家計簿も１年間、約半数の調査世帯で並行
使用（調査変更の影響の有無・程度を評価）

東京都等の関東４都県から導入。７月以降全国展開
（新家計簿対象世帯）



口座振込が通例化している給与・賞与、公的年金については、共通的な手当、控除項目
（税・社会保険料等）を含めプレコード化した口座入金ページを新設

家計簿の改定（定期収入･控除項目のプレコード化）
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これまでは、日々の収支記帳事項とし
て、本給・諸手当、税・社会保険料の
控除（拠出）事項をそれぞれ収入・支
出に分けて記載。

※近年は給与の口座振込が一般的であ
り、合わせて振込額全額を現金支出と
して記載

世帯主のほか、配偶者その他の世帯員ごとに記入



日次収支様式を標準１ページから見開き２ページに拡張。クレジット払いに加え、電子
マネー、デビットカード等の現金以外の支払い方法の選択肢を充実（決済手段のプレ
コード化）

家計簿の改定（日次収支記帳）
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平成30年１月から行う家計調査の見直し（調査票の改定等）は、過去の改定と比較し
ても大幅な変更を伴うことから、当該改定が集計結果に一定の影響が与える場合に備え、
平成30年は調査・集計体制を二分し、新・旧方式をオーバーラップさせた調査・集計
を行う並行運用を採る。

平成30年の調査・集計体制
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平成30年1月
（2018年）

平成31年1月
（2019年）

従来調査方式 新調査方式
※オンライン調査は、新方式の調査世帯
で調査開始月に合わせて順次導入


